
(57)【要約】

【課題】ドット反転駆動方法の電力消費量を低減させ且

つ従来技術で生じる結合の影響及び縦方向のクロストー

クを低減させたピクセルユニット及びマトリックスを提

供する。

【解決手段】液晶ディスプレイに用いられるピクセルマ

トリックスは複数のピクセルユニットを有する。各ピク

セルユニットは、記憶ユニットと、第１スイッチと、第

２スイッチとを有する。記憶ユニットはこれに印可され

るピクセル電圧に応じてピクセルユニットのグレースケ

ール表示を決定する。第１スイッチは第１データライン

と、第１走査ラインと、記憶ユニットとに結合されてい

る。この第１スイッチは、第１走査ラインにおける信号

の状態に応じて第１データラインと記憶ユニットとを接

続したり、分離したりする。一方、第２スイッチは第２

データラインと、第２走査ラインと、記憶ユニットとに

結合されている。この第２スイッチは、第２走査ライン

における信号の状態に応じて第２データラインと記憶ユ

ニットとを接続したり、分離したりする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 用 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 こ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト が 、
　 記 憶 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 こ の 記 憶 ユ ニ ッ ト に 印 可 さ れ る ピ ク セ ル 電 圧 に 応 じ て 前 記 ピ ク
セ ル ユ ニ ッ ト の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 を 決 定 す る 当 該 記 憶 ユ ニ ッ ト と 、
　 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 第 １ 走 査 ラ イ ン 及 び 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト に 結 合 さ れ 、 前 記 第 １ 走 査 ラ
イ ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し
た り 、 分 離 し た り す る 第 １ ス イ ッ チ と 、
　 第 ２ デ ー タ ラ イ ン 、 第 ２ 走 査 ラ イ ン 及 び 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト に 結 合 さ れ 、 前 記 第 ２ 走 査 ラ
イ ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 、 前 記 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し
た り 、 分 離 し た り す る 第 ２ ス イ ッ チ と
を 具 え て い る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 こ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト が ピ ク セ ル 又 は サ
ブ ピ ク セ ル で あ る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト が 少 な く と も １ つ の キ
ャ パ シ タ を 有 し て い る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ と 前 記 第 ２ ス イ ッ チ と
が 互 い に 同 じ 構 造 を し て い る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ
が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン 及 び 前 記 第 ２ デ ー
タ ラ イ ン が 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の デ ー タ 駆 動 装 置 に 接 続 さ れ て い る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン 及 び 前 記 第 ２ デ ー
タ ラ イ ン が 互 い に 逆 の 信 号 極 性 を 有 す る よ う に し た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 第 １ 走 査 ラ イ ン 及 び 第 ２ 走 査 ラ イ ン
が 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 走 査 駆 動 装 置 に 接 続 さ れ て い る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト を 有 す る 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 用 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス で あ っ
て 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト が 、
　 記 憶 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 こ の 記 憶 ユ ニ ッ ト に 印 可 さ れ る ピ ク セ ル 電 圧 に 応 じ て 前 記 ピ ク
セ ル ユ ニ ッ ト の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 を 決 定 す る 当 該 記 憶 ユ ニ ッ ト と 、
　 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 第 １ 走 査 ラ イ ン 及 び 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト に 結 合 さ れ 、 前 記 第 １ 走 査 ラ
イ ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し
た り 、 分 離 し た り す る 第 １ ス イ ッ チ と 、
　 第 ２ デ ー タ ラ イ ン 、 第 ２ 走 査 ラ イ ン 及 び 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト に 結 合 さ れ 、 前 記 第 ２ 走 査 ラ
イ ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 、 前 記 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し
た り 、 分 離 し た り す る 第 ２ ス イ ッ チ と
を 具 え て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 左 側 に 隣 接 す
る 左 側 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト も 第 １ デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 当 該 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 右 側
に 隣 接 す る 右 側 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト も 第 ２ デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ
ク ス 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は 液 晶 デ ィ ス プ
レ イ の ピ ク セ ル 又 は サ ブ ピ ク セ ル で あ る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 記 憶 ユ ニ ッ ト が 少 な く と も １ つ
の キ ャ パ シ タ を 有 し て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ と 前 記 第 ２ ス イ ッ
チ と が 互 い に 同 じ 構 造 を し て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ ス イ
ッ チ が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン 及 び 前 記 第 ２
デ ー タ ラ イ ン が 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の デ ー タ 駆 動 装 置 に 接 続 さ れ て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク
ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン が 前 記 第 ２ デ
ー タ ラ イ ン に 隣 接 し て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン 及 び 前 記 第 ２
デ ー タ ラ イ ン が 互 い に 逆 の 信 号 極 性 を 有 す る よ う に し た ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ 走 査 ラ イ ン 及 び 前 記 第 ２ 走
査 ラ イ ン が 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 走 査 駆 動 装 置 に 接 続 さ れ て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 、 前 記 第 １ 走 査 ラ イ ン が 前 記 第 ２ 走 査
ラ イ ン に 隣 接 し て い る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 一 般 的 に 、 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 及 び そ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 関 す る も の で あ
る 。 特 に 、 本 発 明 は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 及 び そ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 液 晶 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル （ Ｔ Ｆ Ｔ Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ） は 、 デ ィ ス プ レ イ 制
御 材 料 と し て 液 晶 を 用 い て い る 為 、 液 晶 の 分 極 を 阻 止 す る た め に 、 駆 動 電 圧 を 周 期 的 に 反
転 さ せ る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 種 々 の 駆 動 反 転 法 が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ド ッ ト 反 転
駆 動 が 現 在 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 駆 動 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 殆 ど の 大 型 液 晶 パ ネ ル は 、 直 流 （ Ｄ Ｃ ） 共 通 電 圧 レ ベ ル （ Ｖ com ） の 設 計 を 採 用 し て お
り 、 そ の 結 果 、 正 電 圧 レ ベ ル は こ の 共 通 電 圧 レ ベ ル よ り も 高 く な り 、 負 電 圧 レ ベ ル は こ の
共 通 電 圧 レ ベ ル よ り も 低 く な る 。 液 晶 の 駆 動 電 圧 は 周 期 的 に 反 転 さ せ る 必 要 が あ る 為 、 ソ
ー ス 駆 動 装 置 か ら の 出 力 電 圧 の ス イ ン グ は 共 通 電 圧 の 大 き さ の ほ ぼ ２ 倍 と な る 。 電 圧 ス イ
ン グ は 電 力 消 費 量 の 大 き さ を 表 わ す 。 特 に 、 大 型 の 液 晶 パ ネ ル は 高 駆 動 電 圧 を 必 要 と し 、
こ の 電 力 消 費 量 の 問 題 が 一 層 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ド ッ ト 反 転 駆 動 の 電 力 消 費 量 を 低 減 さ せ る た め の １ つ の 解 決 策 は 、 駆 動 方 法 を 特 定 の 設
計 に し た 特 定 の 設 計 の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス を 用 い 、 同 じ フ レ ー ム 期 間 内 の ソ ー ス 駆 動 装
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置 の 出 力 レ ベ ル の ス イ ン グ を 、 図 １ に 示 す よ う に 半 分 に 減 少 さ せ う る よ う に す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 上 述 し た 解 決 策 で の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス １ ０ ０ の 構 造 を 示 す 線 図 で あ る 。 こ
の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス １ ０ ０ は 、 ５ 本 の デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ５ と 、 ４ 本 の 走 査 ラ イ ン
Ｇ １ ～ Ｇ ４ と 、 １ ６ 個 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト と を 有 す る 簡 単 な 例 で あ り 、 一 番 右 下 の ピ ク セ
ル ユ ニ ッ ト を １ ０ １ で 示 し て い る 。 単 色 の 液 晶 パ ネ ル の 場 合 に は 、 全 て の ピ ク セ ル ユ ニ ッ
ト が １ つ の 画 素 構 造 体 と な り 、 カ ラ ー の 液 晶 パ ネ ル の 場 合 に は 、 全 て の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
が 副 画 素 （ す な わ ち 、 ド ッ ト ） 構 造 体 と な る 。 図 １ を 参 照 す る に 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は
走 査 ラ イ ン 及 び デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。 上 か ら 数 え て １ 番 目 及 び ３ 番 目 の 行 の ピ
ク セ ル ユ ニ ッ ト は そ の 左 側 で デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 ２ 番 目 及 び ４ 番 目 の 行 の ピ ク セ ル
ユ ニ ッ ト は そ の 右 側 で デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス １ ０ ０ の ソ ー ス 駆 動 装 置 （ 図 １ に 図 示 せ ず ） は 、 表 示 デ ー タ 信 号
を デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ５ に 転 送 し 、 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス １ ０ ０ の ゲ ー ト 駆 動 装 置 （ こ
れ も 図 １ に 図 示 せ ず ） は 、 走 査 ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ５ に 順 次 に 対 応 の 高 レ ベ ル パ ル ス （ 図 １ の
オ ン 電 圧 レ ベ ル ） を 与 え る 。 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト が 高 レ ベ ル パ ル ス を 受 け る と 、 ピ ク セ ル ユ
ニ ッ ト が タ ー ン オ ン し 、 デ ー タ ラ イ ン か ら デ ー タ 信 号 が ロ ー ド さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 現 在 の フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 “ ＋ ” が 付 さ れ た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は 正 電 圧 で オ ン 駆 動
さ れ 、 “ － ” が 付 さ れ た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は 負 電 圧 で オ ン 駆 動 さ れ る 。 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １
、 Ｓ ３ 及 び Ｓ ５ は こ の フ レ ー ム 期 間 中 に 正 電 圧 の み を 出 力 し 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ 及 び Ｓ ４
は こ の フ レ ー ム 期 間 中 に 負 電 圧 の み を 出 力 す る 。 走 査 ラ イ ン Ｇ １ 又 は Ｇ ３ の ピ ク セ ル ユ ニ
ッ ト に デ ー タ 信 号 を ロ ー ド す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ が 、 左 側 か ら 数 え
て １ 番 目 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 、 必 要 な デ ー タ 信 号 を 与 え 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ が ２ 番 目 の
ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 、 必 要 な デ ー タ 信 号 を 与 え 、 以 下 同 様 に 続 く 。 一 方 、 走 査 ラ イ ン Ｇ ２
又 は Ｇ ４ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に デ ー タ 信 号 を ロ ー ド す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 デ ー タ ラ イ
ン Ｓ ２ が １ 番 目 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 、 必 要 な デ ー タ 信 号 を 与 え 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ ３ が ２
番 目 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 必 要 な デ ー タ 信 号 を 与 え 、 以 下 同 様 に 続 く 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 の フ レ ー ム 期 間 で は 、 全 て の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 極 性 が そ れ ぞ れ 反 転 さ れ 、 全 て の デ
ー タ ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ５ の 極 性 も 反 転 さ れ る 。 ソ ー ス 駆 動 装 置 の 各 出 力 端 子 は 同 じ フ レ ー ム
期 間 で は 正 の 電 圧 レ ベ ル 又 は 負 の 電 圧 レ ベ ル の 何 れ か を 生 じ れ ば 足 り る 為 、 こ れ ら の ２ つ
の 極 性 間 を 切 換 え る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 ソ ー ス 駆 動 装 置 か ら の 出 力 電 圧 レ ベ ル の ス イ ン
グ を 半 分 に 減 少 さ せ る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 に 対 す る 電 力 消 費 量 を 低 減
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た ソ ー ス 駆 動 装 置 は デ ー タ 駆 動 装 置 と も 称 さ れ 、 上 述 し た ゲ ー ト 駆 動 装 置 は 走 査
駆 動 装 置 と も 称 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 図 １ に 示 す 解 決 策 に は 種 々 の 欠 点 が あ り 、 そ の １ つ は 図 ２ に 示 す 結 合 現 象 で あ
る 。 こ の 図 ２ に は 、 一 例 と し て ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス １ ０ ０ に お け る 最 も 左 上 の ピ ク セ ル
ユ ニ ッ ト を 示 し て あ る 。 こ の 図 ２ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ 及 び 記 憶 ユ
ニ ッ ト ２ ０ １ を 有 す る 。 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス 構 造 に は 、 図 ２ に Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ 及 び Ｃ
４ で 示 す よ う な 数 個 の 寄 生 キ ャ パ シ タ が 存 在 す る 。 寄 生 キ ャ パ シ タ に よ る 結 合 の 影 響 の 為
に 、 た と え 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ が タ ー ン オ フ し て い て も 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ に お け る 信 号
レ ベ ル が 変 化 す る と 、 こ れ に 応 じ て ピ ク セ ル 電 圧 レ ベ ル Ｖ Ｐ が 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、 ピ
ク セ ル ユ ニ ッ ト の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 に エ ラ ー を 生 じ 、 ち ら つ き さ え も 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 図 ２ の 結 合 の 影 響 に よ り 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 す よ う な 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク
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を も 生 ぜ し め る 。 液 晶 パ ネ ル は 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 画 像 ３ ０ １ 、 す な わ ち 、 中 央 に 黒
領 域 ３ ０ ２ が あ り 、 他 の 領 域 ３ ０ ３ が 白 と な っ て い る 画 像 を 表 示 す る も の と す る 。 そ の 結
果 、 表 示 さ れ た 画 像 は 、 黒 領 域 ３ １ ２ の 上 側 部 分 及 び 下 側 部 分 に 追 加 の グ レ ー （ 灰 色 ） 領
域 が 存 在 す る 図 ３ Ｂ に 示 す よ う な 画 像 ３ １ １ の よ う に 見 え る 。 そ の 理 由 は 、 グ レ ー 領 域 ３
１ ３ 及 び ３ １ ４ と 黒 領 域 ３ １ ２ と に お け る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト が 一 般 に 同 じ デ ー タ ラ イ ン を
用 い て い る 為 で あ る 。 黒 領 域 ３ １ ２ の デ ー タ 信 号 が デ ー タ ラ イ ン を 通 過 す る と 、 結 合 の 影
響 に よ り 領 域 ３ １ ３ 及 び ３ １ ４ の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 を 変 化 さ せ 、 そ の 結 果 、 人 間 の 目 が
白 と 黒 と の 間 で 色 を 平 均 化 す る と い う 事 実 に よ り グ レ ー の 色 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 方 法 の 電 力 消 費 量 を 低 減 さ せ る と と も に 、 従 来 の 技 術 で 生 じ
る 結 合 の 影 響 及 び 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を 低 減 さ せ た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 更 に 、 上 述 し た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト か ら 成 り 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 方 法 の 電 力 消 費 量
を 低 減 さ せ る と と も に 、 従 来 の 技 術 で 生 じ る 結 合 の 影 響 及 び 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を 低 減
さ せ た ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 し た 及 び そ の 他 の 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 対 し 用 い
ら れ 、 記 憶 ユ ニ ッ ト と 、 第 １ ス イ ッ チ と 、 第 ２ ス イ ッ チ と を 有 す る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト を 提
供 す る 。 記 憶 ユ ニ ッ ト は 、 こ の 記 憶 ユ ニ ッ ト に 印 加 さ れ る 電 圧 に 応 じ て ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 を 決 定 す る 。 第 １ ス イ ッ チ は 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 、 第 １ 走 査 ラ イ
ン と 、 記 憶 ユ ニ ッ ト と に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 第 １ ス イ ッ チ は 、 第 １ 走 査 ラ イ ン に お け る
信 号 の 状 態 に 応 じ て 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し た り 、 分 離 し た り す る 。
第 ２ ス イ ッ チ は 、 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と 、 第 ２ 走 査 ラ イ ン と 、 記 憶 ユ ニ ッ ト と に 結 合 さ れ て
い る 。 こ の 第 ２ ス イ ッ チ は 、 第 ２ 走 査 ラ イ ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 第 ２ デ ー タ ラ イ
ン と 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し た り 、 分 離 し た り す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 一 例 で は 、 第 １ ス イ ッ チ と 第 ２ ス イ ッ チ と を 全 て 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 し た ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 一 例 で は 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と を 互 い
に 逆 の 極 性 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 観 点 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 対 し 用 い ら れ 、 複 数 の ピ ク セ ル を 有
す る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス を も 提 供 す る 。 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は 、 記 憶 ユ ニ ッ ト と 、 第 １
ス イ ッ チ と 、 第 ２ ス イ ッ チ と を 有 す る 。 記 憶 ユ ニ ッ ト は 、 こ の 記 憶 ユ ニ ッ ト に 印 加 さ れ る
ピ ク セ ル 電 圧 に 応 じ て ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 を 決 定 す る 。 第 １ ス イ ッ チ
は 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 、 第 １ 走 査 ラ イ ン と 、 記 憶 ユ ニ ッ ト と に 結 合 さ れ 、 第 １ 走 査 ラ イ
ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 第 １ デ ー タ ラ イ ン と 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 接 続 し た り 、 分 離 し
た り す る 。 第 ２ ス イ ッ チ は 、 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と 、 第 ２ 走 査 ラ イ ン と 、 記 憶 ユ ニ ッ ト と に
結 合 さ れ 、 第 ２ 走 査 ラ イ ン に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と 記 憶 ユ ニ ッ ト
と を 接 続 し た り 、 分 離 し た り す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス の 他 の 例 で は 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 左 側 に 隣 接 す る ピ
ク セ ル ユ ニ ッ ト も 第 １ デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 右 側 に 隣 接 す る ピ
ク セ ル ユ ニ ッ ト も 第 ２ デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 し た ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス の 更 に 他 の 例 で は 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン が 第 ２ デ ー タ ラ イ
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ン に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 第 １ 走 査 ラ イ ン は 第 ２ 走 査 ラ イ ン に 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 例 に よ れ ば 、 本 発 明 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は ２ つ の ス イ ッ チ を 有 し 、 こ れ ら ２ つ
の ス イ ッ チ は 、 互 い に 逆 の 信 号 極 性 を 有 す る ２ つ の デ ー タ ラ イ ン に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い
る 。 こ れ ら ２ つ の デ ー タ ラ イ ン に お け る 信 号 が 互 い に 同 じ グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 に 対 応 す る
場 合 に は 、 こ れ ら ２ つ の ス イ ッ チ に よ り 生 ぜ し め ら れ る 結 合 の 影 響 は 互 い に 相 殺 さ れ 、 そ
の 結 果 、 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク が 生 じ な く な る 。 一 方 、 ２ つ の デ ー タ ラ イ ン に お け る 信 号
が 互 い に 異 な る グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 に 対 応 す る 場 合 に は 、 こ れ ら ２ つ の ス イ ッ チ に よ り 生
ぜ し め ら れ る 結 合 の 影 響 は 互 い に 少 な く と も 部 分 的 に 相 殺 さ れ 、 記 憶 ユ ニ ッ ト の ピ ク セ ル
電 圧 を よ り 一 層 安 定 に す る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 の 電 力 消 費 量 を 低
減 さ せ う る ば か り で は な く 、 従 来 の 技 術 で 生 じ る 結 合 の 影 響 及 び 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を
も 低 減 さ せ う る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 上 述 し た 及 び そ の 他 の 代 表 例 、 特 徴 、 観 点 及 び 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 行
う 代 表 的 な 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 か ら 一 層 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 及 び ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス を そ れ ぞ れ
示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 最 初 に 図 ４ に つ き 説 明 す る に 、 こ の 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４
０ １ の 構 成 図 で あ る 。 こ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の ピ ク セ ル 又 は
サ ブ ピ ク セ ル と す る こ と が で き る 。 こ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ は 、 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２
と 、 ス イ ッ チ Ｑ １ 及 び Ｑ ２ と を 具 え る 。 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２ は 、 こ れ に 印 加 さ れ る ピ ク セ
ル 電 圧 Ｖ Ｐ Ｎ に 応 じ て ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ の グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 を 決 定 し う る 。 こ の
実 施 例 の 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２ は 基 本 的 に キ ャ パ シ タ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 例 の ス イ ッ チ Ｑ １ 及 び Ｑ ２ は 、 互 い に 同 じ 構 造 の ２ つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ
る 。 ス イ ッ チ Ｑ １ は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ と 、 走 査 ラ イ ン Ｇ ２ と 、 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２ と に
結 合 さ れ て い る 。 こ の ス イ ッ チ Ｑ １ は 、 走 査 ラ イ ン Ｇ ２ に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て デ ー
タ ラ イ ン Ｓ １ と 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２ と を 接 続 し た り 、 分 離 し た り す る こ と が で き る 。 一 方
、 ス イ ッ チ Ｑ ２ は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ と 、 走 査 ラ イ ン Ｇ １ と 、 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２ と に 結
合 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ Ｑ ２ は 、 走 査 ラ イ ン Ｇ １ に お け る 信 号 の 状 態 に 応 じ て デ ー タ ラ イ
ン Ｓ ２ と 記 憶 ユ ニ ッ ト ４ ０ ２ と を 接 続 し た り 、 分 離 し た り す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 例
で は 、 ス イ ッ チ Ｑ １ 及 び Ｑ ２ は 、 こ れ ら に 接 続 さ れ た 走 査 ラ イ ン に お け る 電 圧 が そ れ ぞ れ
高 レ ベ ル （ 図 ４ で オ ン 電 圧 レ ベ ル ） に な る と 導 通 状 態 に あ り 、 こ れ ら 走 査 ラ イ ン に お け る
電 圧 が そ れ ぞ れ 低 レ ベ ル （ 図 ４ の オ フ 電 圧 レ ベ ル ） に な る と 開 放 状 態 に あ る 。 実 際 に は 、
走 査 ラ イ ン Ｇ ２ の み が 高 電 圧 を 有 し う る 。 す な わ ち 、 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ は 、 デ ー タ
ラ イ ン Ｓ １ の み か ら デ ー タ 信 号 を 受 け る こ と が で き 、 ス イ ッ チ Ｑ ２ は 決 し て 導 通 状 態 に な
ら な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 走 査 ラ イ ン Ｇ １ 及 び Ｇ ２ は 全 て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 走 査 駆 動 装 置 （ 図 ４ に 図 示 せ ず ） に
接 続 さ れ て い る 。 こ の 走 査 駆 動 装 置 は 走 査 ラ イ ン Ｇ １ 及 び Ｇ ２ に 走 査 信 号 を 供 給 す る 。 又
、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の デ ー タ 駆 動 装 置 （ 図 ４ に 図 示 せ ず ） に
接 続 さ れ て い る 。 こ の デ ー タ 駆 動 装 置 は デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ に 、 画 像 を 表 示 す る の
に 必 要 な デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 。 ド ッ ト 反 転 駆 動 を 用 い る 場 合 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ
２ は ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス に お い て 互 い に 隣 接 し て い る 為 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ に
お け る 信 号 極 性 は 常 に 互 い に 逆 と な る 。 換 言 す れ ば 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ が 正 電 圧 を 有 す る
場 合 に は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ が 負 電 圧 を 有 し 、 又 そ の 反 対 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 ス イ ッ チ Ｑ １ 及 び Ｑ ２ は 互 い に 同 じ 構 造 を 有 す る 為 、 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ 及 び デ ー
タ ラ イ ン Ｓ １ 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ と 、 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ 及 び デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ 間 の
寄 生 キ ャ パ シ タ と は 対 称 的 と な る 。 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ に お け る 信 号 レ ベ ル は 常 に
互 い に 反 対 で あ る 為 、 こ れ ら デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ に よ り 生 ぜ し め ら れ る 結 合 の 影 響
は 、 少 な く と も 部 分 的 に 互 い に 相 殺 し う る 。 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ の デ ー タ 信 号 が 同
じ グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 に 対 応 す る 場 合 に は 、 こ れ ら の 結 合 の 影 響 は 完 全 に 互 い に 相 殺 し う
る 。 同 様 に 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ に よ り 生 ぜ し め ら れ る 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を 互
い に 相 殺 し う る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 図 ５ に つ き 説 明 す る に 、 こ の 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス
５ ０ ０ を 示 す 線 図 的 回 路 図 で あ る 。 こ の ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス ５ ０ ０ は 、 デ ー タ 駆 動 装 置
（ 図 ５ に 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ た デ ー タ ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ３ と 、 走 査 駆 動 装 置 （ 図 ５ に 図 示
せ ず ） に 接 続 さ れ た 走 査 ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ４ と 、 最 も 右 下 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ５ ０ １ の よ う
な ４ つ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト と を 有 す る 。 全 て の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 構 造 は 、 ２ つ の ス イ ッ
チ と １ つ の 記 憶 ユ ニ ッ ト と を 有 す る 図 ４ に 示 す よ う な ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ４ ０ １ の 構 造 と 同
じ で あ る 。 ド ッ ト 反 転 駆 動 を 用 い る 場 合 、 互 い に 隣 接 す る デ ー タ ラ イ ン は 常 に 互 い に 逆 の
極 性 の 信 号 電 圧 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス ５ ０ ０ で は 、 同 じ 行 に お い て 互 い に 隣 り 合 う ２ つ の ピ ク セ ル ユ ニ
ッ ト が 、 こ れ ら の ２ つ の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト 間 の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。 例 え ば 、
ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ５ ０ １ と そ の 左 側 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト と は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ に 共 通 に
接 続 さ れ て い る 。 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ５ ０ １ の 右 側 に も ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト が 存 在 す る 場 合 に
は 、 こ の 後 者 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト と ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ５ ０ １ と が デ ー タ ラ イ ン Ｓ ３ に 共 通
に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た ２ つ の デ ー タ ラ イ
ン は 互 い に 隣 接 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 こ れ ら ２ つ の デ ー タ ラ イ ン 間 に は 他 の デ ー タ ラ イ
ン は 存 在 し な い 。 し か も 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た ２ つ の 走 査 ラ イ ン も 互 い に 隣
接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス ５ ０ ０ の 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は ２ つ の ス イ ッ チ を 有 す る が 、 こ れ
ら ス イ ッ チ の 一 方 は 接 続 さ れ な い 。 す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 走 査 ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ４
の う ち 走 査 ラ イ ン Ｇ ２ 及 び Ｇ ３ の み が 有 効 な 走 査 信 号 を 生 じ る 。 従 っ て 、 上 側 の 行 の ピ ク
セ ル ユ ニ ッ ト は 、 左 側 の デ ー タ ラ イ ン に の み 有 効 に 接 続 さ れ て お り 、 下 側 の 行 の ピ ク セ ル
ユ ニ ッ ト は 右 側 の デ ー タ ラ イ ン に 有 効 に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ と 図 ５ と を 比 較 す る に 、 ピ
ク セ ル マ ト リ ッ ク ス ５ ０ ０ は ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス １ ０ ０ の 駆 動 方 法 と 同 じ 駆 動 方 法 を 用
い る こ と が で き る こ と を 容 易 に 理 解 し う る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は 、 図 ５ に 示 す 接 続 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例
え ば 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の ２ つ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ た 走 査 ラ イ ン を 互 い に 入 れ 換 え る
こ と が で き る 。 例 え ば 、 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト ５ ０ １ で は 、 左 側 の ス イ ッ チ を 走 査 ラ イ ン Ｇ ３
に 接 続 し 、 右 側 の ス イ ッ チ を 走 査 ラ イ ン Ｇ ４ に 接 続 す る 。 一 方 、 各 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の ２
つ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ た デ ー タ ラ イ ン も 互 い に 入 れ 換 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ピ ク
セ ル ユ ニ ッ ト ５ ０ １ に お い て 、 左 側 の ス イ ッ チ を デ ー タ ラ イ ン Ｓ ３ に 接 続 し 、 右 側 の ス イ
ッ チ を デ ー タ ラ イ ン Ｓ ２ に 接 続 す る 。 こ の よ う に し た 場 合 に は 、 必 要 に 応 じ 、 図 １ に 示 す
よ う な ド ッ ト 反 転 駆 動 を 達 成 す る た め に 、 走 査 ラ イ ン 及 び デ ー タ ラ イ ン の 双 方 又 は い ず れ
か 一 方 に お け る 信 号 を 調 整 す る 必 要 が あ る 。 当 業 者 は 、 上 述 し た こ と か ら 必 要 な 変 更 を 容
易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に は 、 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト を ４ つ し か 示 し て い な い が 、 本 発 明 で は ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
の 個 数 は 限 定 さ れ な い 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス ５ ０ ０ の 全 て の ピ ク セ
ル ユ ニ ッ ト の 同 一 構 造 を 、 水 平 及 び 垂 直 方 向 で 容 易 に 繰 返 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 要 す る に 、 本 発 明 の ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト は ２ つ の ス イ ッ チ を 有 し 、 こ れ ら ２ つ の ス イ
ッ チ は 、 互 い に 逆 の 極 性 と し た ２ つ の デ ー タ ラ イ ン に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら ２
つ の デ ー タ ラ イ ン に お け る 信 号 が 互 い に 同 じ グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 に 対 応 す る 場 合 に は 、 こ
れ ら ２ つ の ス イ ッ チ に よ り 生 ぜ し め ら れ る 結 合 の 影 響 が 互 い に 相 殺 さ れ 、 そ の 結 果 、 縦 方
向 の ク ロ ス ト ー ク が 生 じ な い 。 一 方 、 こ れ ら ２ つ の デ ー タ ラ イ ン に お け る 信 号 が 互 い に 異
な る グ レ ー ス ケ ー ル 表 示 に 対 応 す る 場 合 に は 、 こ れ ら ２ つ の ス イ ッ チ に よ り 生 ぜ し め ら れ
る 結 合 の 影 響 を 互 い に 少 な く と も 部 分 的 に 相 殺 で き 、 従 っ て 、 記 憶 ユ ニ ッ ト に 印 加 さ れ る
ピ ク セ ル 電 圧 を よ り 一 層 安 定 化 さ せ る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 の 電 力
消 費 量 を 低 減 さ せ う る ば か り で は な く 、 従 来 技 術 で 生 じ る 結 合 の 影 響 及 び 縦 方 向 の ク ロ ス
ト ー ク を も 低 減 さ せ う る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 特 に そ の 代 表 的 な 実 施 例 に つ き 図 示 し 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲
で 規 定 し た 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 形 態 及 び 細 部 に お い て 種 々 に 変
更 を 施 し う る こ と 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 従 来 の 技 術 に よ る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 従 来 の 技 術 に よ る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ 及 び ３ Ｂ は 、 従 来 の 技 術 に お け る 画 像 表 示 の 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を 示 す
線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト の 構 造 を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス を 線 図 的 に 示 す 回 路 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ ０ 　 　 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス
　 １ ０ １ 　 　 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
　 ２ ０ １ 　 　 記 憶 ユ ニ ッ ト
　 ３ ０ １ 　 　 画 像
　 ３ ０ ２ 　 　 黒 領 域
　 ３ ０ ３ 　 　 白 領 域
　 ３ １ １ 　 　 画 像
　 ３ １ ２ 　 　 黒 領 域
　 ３ １ ３ 、 ３ １ ４ 　 　 グ レ ー 領 域
　 ４ ０ １ 　 　 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
　 ４ ０ ２ 　 　 記 憶 ユ ニ ッ ト
　 ５ ０ ０ 　 　 ピ ク セ ル マ ト リ ッ ク ス
　 ５ ０ １ 　 　 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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元，第一开关和第二开关。存储单元根据施加到存储单元的像素电压确
定像素单元的显示灰度。第一开关耦合在第一数据线，第一扫描线和存
储单元之间。第一开关响应于第一扫描线上的信号状态连接或断开第一
数据线和存储单元。另一方面，第二开关耦合在第二数据线，第二扫描
线和存储单元之间。第二开关响应于第二扫描线上的信号状态连接或断
开第二数据线和存储单元。Ž
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